
 

 

 

 

 

 

 

第 1917 回例会 

平成 29 年 5 月 22 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所 4F 

ＩＤＭ報告の発表 

 

１．開会点鐘 

２．ロータリーソング   「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 44 名    出席者数 24 名 

出席率 54.55％   前回修正出席率 61.36％ 

 

４．会長スピーチ        会長 上野山 雅也 君 

皆様、こんにちは。本日は、

先だって実施されました、Ｉ

ＤＭの発表を予定しておりま

す。担当の方はよろしくお願

いいたしたいと思います。 

さて、わが東ロータリクラ

ブ野球部は5月20日における

「全国ロータリー野球大会」

にて強豪奈良ＲＣに６対 4 で、

5年連続の勝利を挙げました。

これは、過去の経緯を存じている方々にとっては、「快

挙」以外の何物でもないと存じます。選手・監督・お

世話して頂きました各位に敬意を評するとともにお

疲れさまでした。このことが、将来も続くことを願っ

ております。 

さて、5月のガバナー月信の中に今後のロータリー

活動に影響するであろう項目が掲載されていました

ので、少し抜粋してご紹介いたしたいと思います。 

会員基盤向上に資する「ロータリー公共イメージ向

上」という題目についてですが、ＲＩ第 1.2.3 ゾーン

会員基盤向上セミナーにおいて標記演題について討

議されたとありました。ＲＩは、ロータリー発展のた

め戦略計画として公共イメージ向上に特別力をいれ

ている、戦略計画の最終ゴールは、何よりもクラブの

発展、そして会員増強であり、その為のイメージ向上

は必須でありそれを活かさなければならないと説い

ています。 

地区レベルでは、地区はクラブにロータリーのイメ

ージ向上に繋がる情報を提供すべきであるとし、クラ

ブ奉仕活動への取材等を地区がマスコミに申し入れ

るとか、ＩＴ、中でも各種ＳＮＳを駆使した映像によ

る発表等は、「特に若い世代にアピールできるのでは

ないか」としております。 

また、クラブレベルでは、会員が汗を流し、地域の

ために良いことをした事項をマスコミが取材し、マス

メディアに載ることは、ロータリーを社会に理解して

もらえる千載一遇の良い機会であるとしています。 

それから、ロータリアンの個人レベルでは、「口コ

ミ作戦と真摯な奉仕活動」こそ、ロータリー発展の最

大貢献であるとし、今後の戦略計画実施への大きなヒ

ントになると確信する。直接対面での意思疎通は、何

事にもかえがたい一番大きな広報宣伝戦略であろう

と結んでおります。今回の野球部の活躍ぶり等も大い

にアピールできる実践的なことではないかと個人的

には思っております。 

当クラブにおいても、お一人お一人が、この戦略で

もって広報宣伝活動に邁進して頂ければと思います。 
 

５．幹事報告                 幹事 山畑 弥生 君 

○例会臨時変更のお知らせ 

高野山ＲＣ  6 月 2 日（金）→ 6 月 2 日（金） 

移動例会 

「ロータリー１００年の森林」にて清掃作業 

6 月 23 日（金）→ 6 月 22 日（木） 

親睦例会（堺方面） 

 和歌山中ＲＣ 6 月 2 日（金）→ 6 月 2 日（金） 

19:00～ ダイワロイネットホテル 

サンクシェール内「ルミエール」 

        6 月 23 日（金）→ 6 月 23 日（金） 

19:00～ ダイワロイネットホテル 

４Ｆ「琥珀」 

        6 月 30 日（金）→ 6 月 30 日（金） 

19:00～ ダイワロイネットホテル 

ダイワロイネットホテル 

サンクシェール内「ルミエール」 

 和歌山北ＲＣ 6 月 19 日（月）→ 6 月 19 日（月） 

19:00～ ホテルグランヴィア和歌山６Ｆ 

 「最終夜間例会」 

和歌山南ＲＣ 6 月 23 日（金）→ 6 月 23 日（金） 

18:30～ ダイワロイネットホテル和歌山 

（年度最終夜間例会） 

No.1917

ＲＩ会長 会長ジョン・ジャーム  会長 上野山 雅也    幹事 山畑 弥生   ＳＡＡ：大江 久夫 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J a p a n

四つのテスト 言行はこれにてらしてから 

①真実かどうか  ③好意と友情を深められるか 
②みんなに公平か ④みんなのためになるかどうか 

事務所 〒642-0002  
海南市日方 1294 (海南商工会議所 4F) 
TEL:073-483-0801 FAX:073-483-2266 
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○例会休会のお知らせ 

和歌山北ＲＣ       6 月 26 日（月） 

岩出ＲＣ      6 月 29 日（木） 

和歌山南ＲＣ    6 月 30 日（金） 

 

６．ＩＤＭ 報告 

○ＩＤＭ １組        発表者 中村 俊之 君 

 日時 29 年 3 月 17 日(金)  

 場所 うたげ 

参加者 中村俊之、木地義和、

上田善計、寺下卓、花田宗弘、山

東剛一、谷脇良樹 

出席向上について 

・以前は、入会時の紹介者の顔を

潰さないように心掛けていた 

・マンネリ化で荒療治が必要では 

・入会時に時間があれば、無理しなくても的な事を言

いすぎるのでは 

・インターネット接続で出席扱いにできないか 

・欠席の方にきちんとした理由を聞く 

・RI の規定では月 2 回の開催でいいとの事なので減

らしては 

・夜間例会を増やしても、次第に少なくなってしまう

ので意味がないかも 

・経済状況の違いが大きい 

・特効薬は中々ない 

・結局は人数を取るか、質を取るかどちらかでは 

・出席してもらうよう日頃から声かけをしましょう 

 

○ＩＤＭ ２組              発表者 魚谷 幸司 君 

 日時 29 年 3 月 29 日   

場所 みどり 

参加者 浅井さん、深谷さん、

田岡さん、重光さん、ゲスト山畑

さん、魚谷 

・時代も変わり、仕事の忙しさが  

勝っている 

・昔と比べ、ロータリーに出席する価値を見いだせな

い人が増えているのでは？ 

・「月に 1 回、皆が都合をつけて出席を心掛ける」日

を設定しては？ 

・食事だけでも OK、出席簿に判をつくだけでも OK に

はならないものか？ 

・入口の前の席など、抜け出しやすい環境をつくって

は？ 

・夜間例会を増やすことは？ 

・夜間例会時、7時開始にすれば？(6 時半より食事は

OK) 

・外部での例会(かめや、田中屋など)は出席率が上が

っている。 

・税務署長の卓話がある時は出席率が上がっている。 

結局のところ、出席しているメンバーが出席しない

人の理由を探ってもわからないことが多い。会長、幹

事等が欠席の多い人を集めて、その理由を聞く会をつ

くっては？ 

○ＩＤＭ ３組       発表者 前田 克仁 君 

 日時 平成 29 年 3 月 24 日(金) 

19：00～ 

場所 かめや 

出席者 4 名(前田克仁〈リーダ

ー〉、藤山、桑添、宮田) 欠席者 

5 名(村田、土井、山田、山畑、阪

口) 

テーマ 出席率向上について 

・出席できない(しない)理由が世代層によって異なる。 

・会長経験者等ベテランの場合、一通り遣り尽くした

感があり、理事や地区の役員等にならなければクラ

ブの詳細もわからなくなり、例会への出席意欲も薄

れる。 

・若手の場合、仕事上どうしても出席できない場合が

多い。会員増強と表裏一体の問題でありある程度は

仕方のないことと容認する必要があるが、あまり欠

席が続くと、頑張れば時間をやり繰りできるところ

を、まあいいか、になってしまい休み癖がついてし

まう。 

・共通の対応策としては、理事になること。理事にな

れば、クラブの内容もよくわかり、例会への出席意

欲も湧く(ベテラン)。理事になれば責任もあり、多

少無理しても何とか出席できるように調整するよ

うになる(若手)。 

・とはいえ、理事は人数が限られるため、出席率向上

対象となる人数が多い場合は当てきれない。たとえ

ば不定期にでもいいので例会に出席しにくい人の

都合に日時等を合わせて委員会を開いて、理事会の

報告や委員会行事の落ち合わせをして例会出席扱

いにするのも一案では。 

 

○ＩＤＭ ４組         発表者 千賀 知起 君 

 日時 3 月 25 日   

場所 美登利 

出席者 リーダーの岩井さん、

山名さん、上野山さん、赤松さん、

千賀の計 5名 

テーマ 出席向上について 

・最初から生ビールを飲み干し、

終始和やかなミーティングでした。 

・例会出席については、例会の回数が月に 4回と多す

ぎるとの意見も出ましたが、国際ロータリーの規定

ならやむをえないとの結論に至りました。 

・私どもの組は、新入会員の赤松さんがいたので、赤

松さんからのロータリーについての質問から始ま

り、赤松さんが所属する野球部の問題について、大

いに盛り上がりました。 

・議題になる出席向上も、野球部なりゴルフなりの会

員相互の趣味を通じて、メンバー間が楽しくつなが

っていれば出席率も上がるのではないでしょう

か？ 

・お酒もそのうちの 1つだと考えますが、平日の昼間

からというのも考えにくいと思われます。 

・また、時代も時代なので現役で仕事に取り組んでい



る世代では、月 4回の例会にすべて出席するのも困

難かと思われますが、それを言ったら話が前向きに

進まない。 

・現実のところ、楽しく IDM ができて楽しく会話しな

がらお酒を酌み交わす。それが一番ではないでしょ

うか？ 

・出席向上というテーマに即した回答にはなっていな

いかもしれませんが、4組の発表に代えさせて頂き

ます。 

  

○ＩＤＭ ５組          発表者 大江 久夫 君 

 3 月 22 日に美登利で IDM 開催し

ました。出席者は、中尾さん、横出

さん、中西さん、大江さん、倉橋さ

んでした。 

出席率向上について話し合いし

ました。 

意見としてでたものをまとめま

した。 

・若い人は、仕事があったり、出張があったり、外せ

ない用事があり、例会に出席できないは仕方がない

という意見もでました。 

・例会に出席してもらうために、連絡をとってみんな

で一緒に車に乗り合わせてくる。出席してもらいた

い人には強制的に理事にして出席してもらうとの

意見もでました。 

・現状では、例会を休んでもいいかというような雰囲

気もある。特に若い人は出席に対する意識が低下し

ている。必ず出席するという意識づくりや、出席し

たくなる例会づくりも必要になってくる。新入会員

さんに対しては、入会したあと 1、2 年は必ず例会

に出席して、例会になじむこと、顔を皆に覚えて頂

くこと、知り合いも増やすことも大事である。誰か

しらと仲良くしておくことが例会に出やすくなる

ことにつながると思われる。 

厳しい意見としては、極論を言えば出席率を向上

させるには、出席に対する意識の低い人は安易に入

会させるべきではない。また出席率の悪い人に退会

してもらえば、全体の人数は減るが出席率は向上す

ることになる。このような意見もでました。以上で

す。 

 
７．野球部 甲子園大会 
○前夜祭 5 月 19 日 18：00～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○試合 5 月 20 日第 5 試合 対戦相手：奈良ＲＣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．閉会点鐘 

 

次回例会 

   休   会   平成 29 年 5 月 29 日(月) 

   第 1918 回  平成 29 年 5 月 29 日(月) 

18:30～ 海南商工会議所 4F 

お誕生日・結婚記念日のお祝い 

 

 
 

 

上野山 雅也 君 野球部 祝５連勝おめでとう＆お

疲れ様でした 

山畑 弥生 君                     〃 

大江 久夫 君                     〃 

岩井 克次 君   野球で甲子園に行ってきました。奈

良ＲＣに６対４で勝利。沢山、補助

金を頂き、有難うございました。 

魚谷 幸司 君    キャプテンとして、皆さんに感謝し

ます。勝ててよかったです。岩井監

督ご苦労様でした。会からの補助金、

有難うございました。 

寺下  卓 君  キャッチして、太ももが筋肉痛。み

なさん、有難うございました。打ち

上げで、皆さんにご迷惑かけました。 

中村 俊之 君   ライトで出場。早くも足を痛め、山

添さんと交代しました。 

前田 克仁 君   ファストで出場、捕球は必死で、ノ

ーミスでした。 

重光 孝義 君  センターフライ、グラブにもかすら

ず、受け損ねました。 

田岡 郁敏 君    レフトで出場、打球が飛んできませ

んでしたが、ベースカバー入ってま

した。 

赤松 昭二 君   初出場で前夜祭も参加しました。

「野球の助け合いがロータリーだ」

と重光君から聞き、そのとおりだと

思いました。 

田中 祥秀 君  前夜祭から大活躍。着ぐるみを担当

し、もてました。また、試合でもセ

カンドで大当たり。沢山、飛んでき

ました。ＭＶＰ報告です。 

 
 

 

 

ロータリーとシェルターボックスが 

ペルーの洪水被害者を支援 
ロータリーは、ペルーで 2月に発生した洪水の被害

者 を 支 援 す る た め 、 パ ー ト ナ ー 団 体 で あ る

ShelterBox と活動してきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この洪水と土砂崩れによって、南アメリカ西部の数

カ国における家屋や学校、教会など、多くの建物が破

壊されました。 

ペルーのロータリークラブやローターアクトクラ

ブも、洪水の被害が拡大していることを報告。シェル

ターボックスは現地のロータリークラブや自治体と

協力し、北東部における被害状況の把握と被害者への

支援方法を模索しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の洪水で、すでに 100 人以上が死亡しています。

ロサンゼルス・タイムズ紙は、70 万人が家を失った

と報道しています。また、今週は大雨となる予報も出

ています。  

シェルターボックス関係者は、洪水が収まっても大

量の泥が残され、これがさまざまな健康被害（目、肌、

呼吸器への悪影響）につながると話しています。 

 

 

 

クラブ会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：深谷 政男   副委員長：木地 義和   委員：寺下 卓  朝井 修  千賀 知起 


